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広報りっとう

　７月10日、自分たちで育てたタマネギとジャガイモを使ってカ
レー作りをする治田幼稚園５歳児の子どもたち。
　出来上がると４歳児のお友だちも誘って、一緒にカレーライスを
食べました。「カレーおいしい！」と言っておかわりする姿も。
　自分たちで育てた野菜を調理する経験をとおして、みんなで食べ
ることの楽しさ、喜びをより感じることができました。

カレーパーティー

みんなで食べるとおい
しいね！

今月の主な内容
・栗東歴史民俗博物館　トーク＆８㎜映像上映
　～聖火が栗東を走ったころ～
・空き家の利活用をマッチング
・災害への備え 地域における｢助け合い」の輪を！
・りっとう再発見　灰塚山の巨木伝説
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ご存じですか？栗東で聖火リレーがあったこと

栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
い
よ
い
よ

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
聖
火
リ
レ
ー

コ
ー
ス
も
概
略
が
発
表
に
な
り
、
栗

東
に
も
聖
火
リ
レ
ー
が
や
っ
て
く
る

こ
と
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
前
回
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
際
も
、
栗
東
で
聖
火
が
リ

レ
ー
さ
れ
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

実
は
55
年
前
、
１
９
６
４
年
に

も
、
栗
東
で
聖
火
リ
レ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
聖
火
リ
レ
ー

は
ア
テ
ネ
で
採
火
さ
れ
た
火
を
全
国

4
つ
の
ル
ー
ト
で
リ
レ
ー
し
、
最
後

に
東
京
で
集
約
、
開
会
式
で
聖
火
台

に
点
火
す
る
、と
い
う
も
の
で
し
た
。

滋
賀
県
は
第
2
ル
ー
ト
に
組
み
込
ま

れ
、
京
都
府
か
ら
受
け
取
っ
た
聖
火

を
６
０
・
５
㎞
リ
レ
ー
し
、
三
重
県

に
受
け
渡
し
ま
し
た
。

手原駅

栗東駅

市役所

JR
東
海
道
新
幹
線

名
神
高
速
道
路

JR 草津線

旧東海道

JR
東
海
道
本
線

国
道
1号

国道
８号

野洲川

１
４３

２

ト
ー
ク
＆
８
㎜
映
像
上
映

　

～
聖
火
が
栗
東
を
走
っ
た
こ
ろ
～
　

こ
の
時
の
聖
火
リ
レ
ー
は
中
学

生
か
ら
20
歳
ま
で
の
青
年
た
ち
が

全
国
津
々
浦
々
を
走
り
ま
し
た
。

　

１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
は
、
１
９
４
５
年
に
太
平
洋
戦

争
で
日
本
が
敗
戦
し
て
か
ら
初
め

て
迎
え
る
世
界
的
な
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
。
こ
の
大
会
を
成
功
さ
せ
、
名

実
と
も
に
国
際
社
会
に
復
帰
す
る

こ
と
が
日
本
の
念
願
だ
っ
た
の
で

す
。
青
年
た
ち
か
ら
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

を
選
ん
だ
の
は
、
新
生
日
本
を
背
負

っ
て
立
つ
若
者
に
聖
火
を
リ
レ
ー

さ
せ
た
い
、
と
い
う
大
会
運
営
側
の

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

　

栗
東
を
含
む
滋
賀
県
で
も
、
県
内

の
青
年
か
ら
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
を
選

抜
し
て
い
ま
す
。
特
に
正
走
者
、
副

走
者
は
運
動
で
実
績
が
あ
る
青
年

か
ら
選
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
随
走

者
は
担
当
す
る
市
町
の
実
行
委
員

会
に
一
任
さ
れ
て
お
り
、
栗
東
唯
一

の
中
学
校
で
あ
っ
た
栗
東
中
学
校

の
生
徒
か
ら
男
子
40
人
、
女
子
40
人

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

第19区

中継ポイ
ント

（葉山バ
ス停）

③

第20区

中継ポイ
ント

（東伊勢
落バス停

）④

55
年
前
、
聖
火
リ
レ
ー
が
栗
東
を

駆
け
抜
け
た
！

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
は
若
者

＜第 20 区＞名神高速道路土盛り上
から伊勢落集落に向けたカメラに収
まる聖火リレー隊（伊勢落）

＜第 19 区＞旧和中散本舗大⻆家住宅より東へ
100m ほどの旧東海道を走る聖火リレー隊（六
地蔵）

９22
（日）
／

東
京
２
０
２
０
参
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
証
ア
ク
シ
ョ
ン
（
事
業
番
号 

Ｘ
０
３
６
８
４
０
２
）
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55
年
前
の
聖
火
リ
レ
ー
で
、
滋
賀

県
内
は
43
区
間
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。

1
区
間
は
最
長
で
1
・
９
㎞
、
最
短

で
1
㎞
、
お
お
む
ね
1
～
2
㎞
の
距

離
で
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

栗
東
が
担
当
し
た
の
は
、
第
17
区
か

ら
第
20
区
の
4
区
間
で
す
。

　

第
17
区
は
国
道
1
号
小
柿
か
ら
上

鈎
を
経
て
旧
東
海
道
に
入
り
、
手
原

と
の
境
界
あ
た
り
ま
で
、
第
18
区
は

そ
こ
か
ら
小
野
を
通
り
六
地
蔵
へ
入

っ
た
あ
た
り
ま
で
、
第
19
区
は
そ
こ

か
ら
林
を
通
過
し
、
伊
勢
落
の
集
落

ま
で
、
第
20
区
は
伊
勢
落
か
ら
市
境

を
超
え
て
石
部
ま
で
の
コ
ー
ス
で
す
。

　

1
区
間
を
走
る
聖
火
リ
レ
ー
隊
の

構
成
は
、
聖
火
ト
ー
チ
を
持
つ
正
走

者
1
人
、
そ
の
後
ろ
に
左
右
に
分
か

れ
て
副
走
者
が
2
人
続
き
ま
す
。
副

走
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
10
人
ず
つ
随
走

者
が
従
い
ま
す
。
合
計
23
人
か
ら
な

る
聖
火
リ
レ
ー
隊
。
4
区
間
あ
る
栗

東
で
は
、
合
計
92
人
の
聖
火
ラ
ン
ナ

ー
が
駆
け
抜
け
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

１
９
６
４
年
の
聖
火
リ
レ
ー
の

様
子
を
、
当
時
実
際
に
走
っ
た
方

か
ら
お
話
を
お
聞
き
し
ま
す
。
ま

た
、
当
日
の
様
子
を
撮
影
し
た
カ

ラ
ー
8
㎜
映
像
の
上
映
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
…
9
月
22
日
㈰

            

14
時
～
16
時
30
分

◦
場
所
…
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館

研
修
室

◦
内
容
…

■
講
演

　
「
聖
火
が
栗
東
を
走
っ
た
こ
ろ
」

　

講
師
…
当
館
学
芸
員 

大
西 

稔
子

■
8
㎜
映
像
上
映　

　

滋
賀
県
内
第
20
区
（
伊
勢
落
～

　

石
部
）
中
継
ポ
イ
ン
ト

■
ト
ー
ク
タ
イ
ム

　
「
聖
火
が
栗
東
を
走
っ
た
こ
ろ
」

　

お
は
な
し

　

１
９
６
４
年
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

　

の
皆
さ
ん
（
栗
東
区
間
）

　

司
会
…
中
野 

栄
美
子
さ
ん

◦
定
員
…
80
人
（
申
込
不
要
）

◦
参
加
費
…
無
料

問
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館

　

☎
554-

２
７
３
３

　
ＦＡＸ
554-

２
７
５
５

手原駅

栗東駅

市役所

JR
東
海
道
新
幹
線

名
神
高
速
道
路

JR 草津線

旧東海道

JR
東
海
道
本
線

国
道
1号

国道
８号

野洲川

１
４３

２
第17区

中継ポイ
ント

（国道小
柿バス停

）①

第18区

中継ポイ
ント

（白バイ
分駐所）

②

コース

栗
東
区
間
は
4
区
間
合
計
92
人
も

の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
が
い
た
！

＜第 17 区＞国道 1 号小柿交差点西
側にて第 16 区（右）から第 17 区（左）
へトーチ点火（小柿）

＜第 18 区＞“肉のふくもと”前を通過する聖火リ
レー隊（六地蔵）

ト
ー
ク
＆
８
㎜
映
像
上
映

聖
火
が
栗
東
を
走
っ
た
こ
ろ

※地図は現在のものです
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空
き
家
の
利
活
用
を
マ
ッ
チ
ン
グ

■
空
き
家
バ
ン
ク
と
は

　

全
国
的
に
各
自
治
体
が
空
き
家
に

対
す
る
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
主
要
な
施
策
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
の
が
「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

サ
イ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
空
き
家
を
使
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
る
所
有
者
な
ど
と
、

空
き
家
に
住
み
た
い
・
活
用
し
た
い

と
希
望
す
る
個
人
や
団
体
を
マ
ッ
チ

ン
グ
（
出
会
い
）
す
る
仕
組
み
で
す
。

■
「
り
っ
と
う
空
き
家
バ
ン
ク
」
の

　
運
用
を
開
始
！

　

本
市
で
も
昨
年
度
か
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
の
設
計
を
開
始
し
、
い
よ

い
よ
今
夏
か
ら
「
り
っ
と
う
空
き
家
バ

ン
ク
」
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

■
ま
ず
は
登
録
を
！

　
「
り
っ
と
う
空
き
家
バ
ン
ク
」
は
、

空
き
家
を
使
っ
て
ほ
し
い
人
、
空
き

家
を
使
い
た
い
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

担
う
も
の
で
す
。

　

物
件
を
登
録
し
た
い
人
、
空
き
家
に

住
み
た
い
人
、
ま
ず
は
「
り
っ
と
う
空

き
家
バ
ン
ク
」
で
検
索
く
だ
さ
い
。

問
住
宅
課 

住
宅
係

☎
551- 

０
３
４
７ 

ＦＡＸ
552 - 

７
０
０
０

空家等
対 策
シリーズ
第７弾

りっとう空き家バンクのトップページ

■
交
通
規
制　

　

８
月
16
日
㈮
、
栗
東
芸
術
文
化
会
館

さ
き
ら
を
会
場
に
「
み
ん
な
で
21
世
紀

を
ひ
ら
く
教
育
の
つ
ど
い-

教
育
研
究

全
国
集
会
２
０
１
９
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
集
会
に
対
し
て
、
多
く
の
車

両
に
よ
る
抗
議
行
動
に
伴
い
、
騒
音
や

交
通
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
安
全
確
保
の
た
め
、
当
日
は

滋
賀
県
警
察
に
よ
る
交
通
規
制
や
警
戒

警
備
（
さ
き
ら
周
辺
や
市
役
所
周
辺
）

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

◎
交
通
規
制
の
実
施

　

７
時
～
20
時
（
予
定
）　

栗
東
芸
術
文

化
会
館
さ
き
ら
周
辺

◎
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
場
所

　

栗
東
芸
術
文
化
会
館
さ
き
ら
、
栗
東

市
役
所
周
辺

◎
混
雑
が
特
に
予
想
さ
れ
る
路
線

◦
国
道
１
号
線
（
林
西
交
差
点
～
国
道

小
柿
交
差
点
付
近
）

◦
国
道
８
号
線
（
御
上
神
社
前
交
差
点

～
国
道
１
号
分
岐
点
付
近
）

◦
県
道
栗
東
志
那
中
線
（
上
鈎
交
差
点

～
駒
井
沢
東
交
差
点
付
近
）

◦
市
道
上
鈎
上
砥
山
線
（
上
鈎
交
差
点

～
栗
東
農
協
付
近
）

８
月
16
日
㈮ 

市
内
交
通
規
制
と

市
役
所
駐
車
場
利
用
の
お
知
ら
せ

問
栗
東
市
対
策
本
部
電
話
応
対
室

☎
㈹
553- 

１
２
３
４

（
内
線 

３
４
９
０
・
３
４
９
１
・
３
４
２
２
） 

　

不
要
不
急
の
マ
イ
カ
ー
外
出
を
控
え
、

外
出
さ
れ
る
場
合
は
、
時
間
に
余
裕
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
混
雑
が
予
想
さ
れ

る
場
所
や
路
線
を
迂
回
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

■
栗
東
市
役
所
駐
車
場
の
利
用

　

当
日
は
市
役
所
周
辺
で
も
警
備
が
実

施
さ
れ
、
市
役
所
玄
関
前
駐
車
場
お
よ

び
旧
中
央
公
民
館
駐
車
場
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。
市
役
所
南
側
の
立
体
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
警
備
の

都
合
に
よ
り
出
入
口
が
変
更
に
な
り
ま

す
。
来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
安
全
確
保

の
た
め
、
警
備
員
を
配
置
し
、
誘
導
し

ま
す
。

　

ま
た
、
路
線
バ
ス
運
行
の
遅
れ
な
ど

影
響
が
出
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
草
津
警
察
署
☎
563- 

０
１
１
０

　

県
警
本
部
☎
522- 

１
２
３
１
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災
害
へ
の
備
え 

地
域
に
お
け
る
「
助
け
合
い
」
の
輪
を
！

（「
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
制
度
」）

　

市
で
は
、
災
害
発
生
時
の
円
滑
な
避
難

の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
「
災
害

時
避
難
行
動
要
支
援
者
登
録
制
度
」
を
設

け
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
災
害
発
生
時

に
、
自
助
・
公
助
・
共
助
の
う
ち
、
共
助

に
お
い
て
、
安
否
確
認
や
避
難
の
手
助
け
が

地
域
の
中
で
速
や
か
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
支

援
を
要
す
る
人
に
登
録
い
た
だ
い
て
い
る
も

の
で
す
。
災
害
時
に
は
、
地
域
・
ご
近
所

の
助
け
合
い
が
大
切
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら

地
域
の
人
ど
う
し
の
「
つ
な
が
り
・
見
守
り
」

な
ど
の
「
絆
」
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

◦
登
録
方
法
…
所
定
の
申
請
書
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
社
会
福

祉
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課 

社
会
福
祉
係

☎
551- 

０
１
１
８ 

ＦＡＸ
553-

３
６
７
８

◦災害時避難行動
　要支援者制度とは

　高齢者や障がい者など
が安心して暮らせる地
域づくりを目的に、災
害時の避難支援を迅速
かつ円滑に行うための
登録制度です。

※災害時の支援を確約す
るものではありません。

◦個人情報の
　取り扱い

避難行動要支援
者名簿の提供を
受けた支援者な
ど に 対 し て は、
災害対策基本法
などにより、守
秘義務が課せら
れています。

地域支援者、自治会、
自主防災組織、民生委員・
児童委員、社会福祉協議会、
警察署、消防署

① 75 歳以上でひとり暮らしの高
齢者、または高齢者のみの世帯

②介護保険の要介護１以上
③身体障害者手帳１・２級
④療育手帳Ａ１・Ａ２
⑤精神障害者保健福祉手帳１・２級
⑥難病
⑦災害時に自ら避難することが

困難で、支援を要する人

災害時に支援が受けやすくなります

市役所（社会福祉課）

申請

同意した人の
情報の提供

（台帳・プラン）

災害時
避難行動の
支援など１

台帳登録
プラン作成２

５

３

平常時
・声かけ、見守り
・避難訓練　など
４避難行動要支援者

◦登録の対象となる人（在宅の人）

問
農
林
課

　

☎
551-

０
１
２
４ 

ＦＡＸ
551-

０
１
４
8

問
環
境
政
策
課 

環
境
政
策
係

　

☎
551-

０
３
３
６ 

ＦＡＸ
554-

１
１
２
３

■
大
雨
な
ど
に
よ
る
災
害
に
備
え
る
た

め
、
集
落
で
、
安
全
対
策
に
つ
い
て

改
め
て
確
認
し
、
施
設
の
点
検
を
し

ま
し
ょ
う
。

○
用
排
水
路
、
た
め
池
、
堰せ

き

、
水
門
な
ど

の
点
検
、
確
認
は
早
め
に
実
施
を

◦
降
雨
に
よ
り
冠
水
す
る
お
そ
れ
の
あ

　

る
場
所
や
氾
濫
の
お
そ
れ
が
あ
る
水

　

路
な
ど
は
、
あ
ら
か
じ
め
集
落
内
で

　

確
認
し
合
い
、
情
報
を
共
有
す
る
。

◦
用
排
水
路
を
清
掃
し
、
故
障
箇
所
が

　

な
い
か
確
認
す
る
。

◦
水
門
、
堰
を
操
作
し
故
障
、
問
題
が

　

な
い
か
確
認
す
る
。

◦
台
風
前
に
対
策
で
き
る
よ
う
、水
門
、

　

堰
な
ど
の
操
作
は
、
誰
が
ど
こ
を
行

　

う
か
な
ど
、
事
前
に
確
認
し
合
う
。

◦
非
常
時
の
応
急
資
材
（
土
の
う
、杭
、

　

ロ
ー
プ
な
ど
）
を
準
備
す
る
。

◦
た
め
池
は
、
堤
に
崩
れ
や
変
形
が
な

　

い
か
、
池
内
に
枯
木
、
雑
物
な
ど
は

　

な
い
か
、
用
水
路
や
取
水
施
設
が
機

　

能
低
下
し
て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

　

大
雨
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
水
位
を

　

下
げ
て
お
く
。

※
た
め
池
や
用
排
水
路
付
近
に
は
、
子

ど
も
た
ち
が
近
づ
く
お
そ
れ
が
あ
る

の
で
、
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、

日
ご
ろ
か
ら
周
辺
の
安
全
を
確
認
し

て
お
く
。

※
人
命
第
一
で
す
。
事
前
対
策
は
、
台

風
接
近
前
に
余
裕
を
も
っ
て
行
う
と

と
も
に
、
事
後
対
策
の
作
業
や
見
回

り
な
ど
は
気
象
情
報
を
十
分
に
確
認

し
、
風
雨
が
治
ま
っ
て
か
ら
行
う
。

　

特
に
、
水
路
や
傾
斜
地
は
、
台
風
通

過
後
も
洪
水
や
土
砂
崩
れ
の
お
そ
れ

が
あ
る
の
で
十
分
に
注
意
す
る
。 

■
火
災
の
お
そ
れ
が
あ
る
野
焼
き
は
止

め
ま
し
ょ
う
。

○
畦
草
や
稲
わ
ら
は
燃
や
さ
ず
、
適
正

に
処
理
し
ま
し
ょ
う

◦
火
災
・
山
火
事
の
お
そ
れ
の
あ
る
行

　

為
は
危
険
で
す
。

◦
野
焼
き
は
煙
に
よ
り
近
隣
に
迷
惑
を

　

か
け
ま
す
。
ま
た
延
焼
す
る
お
そ
れ

　

が
あ
り
、
山
火
事
な
ど
に
発
展
す
る

　

危
険
が
あ
り
ま
す
。

◦
稲
わ
ら
、
野
菜
く
ず
な
ど
は
、
す
き
込

　

む
な
ど
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
日
常
点
検
を
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ス
を
市
内
10
か
所
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
小
型
家
電
は

こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

使
用
済
み
小
型
家
電
を
ご
み
集
積
場

に
出
す
場
合
は
、
有
料
の
指
定
袋
や
指

定
の
ご
み
シ
ー
ル
が
必
要
で
す
が
、「
集

団
回
収
」「
ボ
ッ
ク
ス
回
収
」
で
は
無

料
で
使
用
済
み
小
型
家
電
を
回
収
し
て

い
ま
す
。

　

資
源
の
有
効
利
用
と
環
境
汚
染
防
止

の
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

■
集
団
回
収

　

令
和
元
年
度
も
年
間
２
回
、
左
記
の

日
程
で
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
回

収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
ら
な
い
サ
イ
ズ
の
大

き
な
家
電
も
回
収
し
ま
す
。　

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
戸

回
覧
チ
ラ
シ
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
事
前
申
込
は
不
要
で
す
。
回
収
日

に
直
接
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
令
和
元
年
度
の
集
団
回
収

◦
１
回
目
…
令
和
元
年
９
月
22
日
㈰

　
　
　
　
　

９
時
～
11
時
30
分

◦
２
回
目
…
令
和
２
年
２
月
16
日
㈰

　
　
　
　
　

９
時
～
11
時
30
分

◦
場
所
…
な
ご
や
か
セ
ン
タ
ー
（
総
合

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
）
駐
車
場

 

■
ボ
ッ
ク
ス
回
収

　

使
用
済
み
小
型
家
電
の
回
収
ボ
ッ
ク

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

問
環
境
政
策
課 

生
活
環
境
係

  

☎
551-

０
３
４
１ 

ＦＡＸ
554-

１
１
２
３

※開庁時間内、開館時間内に利用できます。
※環境センターは、月・火・金曜日の 13 時～ 16

時 30 分に限ります（祝祭日・年末年始除く）。

市役所玄関の
回収ボックス

昨年の集団回収の様子

設置場所 投入口の大きさ

市役所、図書館、
西図書館

約 28 ㎝×
17.5 ㎝

環境センター、コミ
ュニティセンター

（葉山・治田・治田西・
大宝・大宝西・金勝）

約 25 ㎝×
10 ㎝

■
結
核
は
今
も
発
生
し
て
い
る
感
染
症

で
す

　

結
核
は
、
結
核
菌
の
混
ざ
っ
た
咳
や

く
し
ゃ
み
を
し
た
時
に
飛
散
す
る
菌
で

感
染
し
、
主
に
肺
に
炎
症
が
起
き
る
病

気
で
す
。
今
で
も
日
本
で
は
１
年
間
に

約
２
万
人
の
新
し
い
患
者
が
発
生
、
約

２
，０
０
０
人
が
命
を
落
と
し
て
お
り
、

昔
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

２
０
１
７
年
に
は
新
た
に
結
核
と
診

断
さ
れ
た
人
の
う
ち
、
７
割
近
く
が
65

歳
以
上
の
人
で
し
た
。

～
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
～

　

主
な
自
覚
症
状
は
、
２
週
間
以
上
続

く
咳
や
痰
な
ど
で
す
。
し
か
し
、
自
覚

症
状
が
な
く
て
も
感
染
し
て
い
る
場
合

が
あ
り
、
免
疫
力
の
低
下
に
よ
っ
て
発

病
す
る
人
も
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
健
康
の
た
め
に
も
、
大
切

な
ご
家
族
の
た
め
に
も
、
毎
年
、
結
核

検
診
を
受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

も
し
、
結
核
と
診
断
さ
れ
て
も
、
６

～
９
か
月
間
、
毎
日
き
ち
ん
と
薬
を
飲

め
ば
治
り
ま
す
。

　

問
健
康
増
進
課 

  　

☎
554-

６
１
０
０　

　

  

ＦＡＸ
554-

６
１
０
１

65
歳
以
上
の
人
は
１
年
に
１
回

「
栗
東
市
の
結
核
検
診
」を
受
け
ま
し
ょ
う
！

■
結
核
検
診（
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
）

　
の
受
け
方

◦
委
託
医
療
機
関
で
受
け
る
結
核
検
診

　
（
料
金
：
無
料
）
→
医
療
機
関
へ
直
接

　

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
集
団
検
診
で
受
け
る
肺
が
ん
・
結
核

　

検
診
（
料
金
：
６
０
０
円
、
70
歳
以

　

上
は
無
料
）
→
栗
東
市
健
康
増
進
課

　

へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

（
委
託
医
療
機
関
や
集
団
検
診
の
日
程
は

広
報
り
っ
と
う
４
月
号
折
込
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
健
康
づ
く
り
カ
レ

ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

注
意
：
自
覚
症
状
の
あ
る
人
は
市
の「
結

核
検
診
」
は
対
象
外
で
す
。

　

２
週
間
以
上
続
く
咳
や
痰
な
ど
の
症

状
が
あ
る
人
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し
、

医
師
に
症
状
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

結核検診を
受けよう
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子 育 て 情 報「うちエコ診断」受診者募集

土地・建物に関する各種手続き

　妊娠、出産、育児はたくさんの楽しみや喜びが
ありますが、一方で不安や心配ごともたくさんあ
ります。
　特に、この時期は心身の変化や生活の変化が大
きい時期です。自身の体調や子どもの成長に応じ
たかかわり方などに悩むことも多いのではないで
しょうか。
　例えば、
　◦出産や出産後の子育てが不安
　◦授乳や離乳食がうまくいかない
　◦子どもの発育や発達が心配
　◦子育て疲れでイライラする
　◦自分自身の悩みを聞いてほしい
など、お困りの人もいらっしゃると思います。
　そんなときは、気軽に保健師に相談ください。
　健康増進課（なごやかセンター内）では、保健
師が妊娠・出産・子育ての相談を電話や面談、ま
た、訪問などでお受けしています。
　相談の内容によっては保健師以外に助産師、管
理栄養士、発達相談員がお話を伺います。
　母子健康手帳の交付に来所される時やお子さん
の赤ちゃん訪問、乳幼児健康診査、健康相談など
の際にも気軽に相談ください。
　「こんなこと相談していいのかな？」
　「どこに相談したらいいのかな？」
と思うことでも、お話しいただければ適切な相談
先におつなぎすることもできます。
　保健師は、笑顔で育児ができるように応援して
います。どうしたらよいのか、ひとりで悩まず、
一緒に考えましょう！

問健康増進課 母子保健係
　☎ 554-6100　FAX554-6101

～子育て、ひとりで悩んでいませんか？～　“家庭の省エネ”をアドバイスする「うち
エコ診断」の受診者を募集します。
　環境省認定の公的資格を持つ「うちエコ診断
士」が地域に出向き、受診家庭の省エネ・地球
温暖化対策のアドバイスを無料で行います。
　省エネ対策は、CO2 排出量や光熱費の削
減につながります。自治会や企業などで「省
エネ・節電提案会」の開催を希望する人、個
人で「うちエコ診断」の受診を希望する人は、
下記にお問合せください。

◦定員
　100 世帯
◦募集締切
　12 月上旬
　（定員に達し次第募集を締め切ります）
◦連絡先
　滋賀県地球温暖化防止活動推進センター
　　☎ 077-569-5301
　　FAX 077-569-5304
　　Email：ondanka@ohmi.or.jp

■所有者が亡くなられたとき
　土地・建物の所有者が亡くなられた場合
は、固定資産税にかかる相続人の代表者の
届出（「相続人代表者指定届」）を税務課へ
提出してください。また、大津地方法務局
で相続にかかる不動産の登記名義人の変更
登記の手続きをお願いします。
■建物を取り壊したとき
　不動産登記がある建物を取り壊した場合
は、大津地方法務局で建物滅失登記の手続
きをお願いします。未登記の建物を取り壊
した場合は、「家屋（建物）取壊届」を税務
課へ提出してください。
■未登記の建物の所有権を変更したとき
　売買・相続などによる未登記の建物の所
有権を変更した場合は、「所有権移転申立書」
を税務課へ提出してください。

問税務課 資産税係
　☎ 551-0105　FAX551-2010
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問
学
校
教
育
課　

　

☎
551-

０
１
３
０　

ＦＡＸ
551-

０
１
４
９

よ
り
よ
く
生
活
す
る

た
め
の
12
か
条
17

　

本
年
度
の
学
校
運
営
の
重
点
の

一
つ
と
し
て「
安
全
・
安
心
な
学
校
」

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

地
域
の
人
と
と
も
に
教
職
員
も
街

頭
に
立
ち
、
登
校
の
安
全
を
見
守

り
な
が
ら
、
あ
い
さ
つ
の
励
行
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

先
日
も
地
域
の
人
が
「『
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
さ
ん
に
あ
い
さ
つ
し
て

や
』と
声
を
か
け
る
班
長（
上
級
生
）

が
い
る
班
は
、
い
つ
も
元
気
に
あ

い
さ
つ
を
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿

が
見
ら
れ
ま
す
。
私
も
元
気
を
も

ら
っ
て
ま
す
。」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
が

あ
ふ
れ
る
地
域
は
、
活
気
が
あ
る

だ
け
で
な
く
、
互
い
が
顔
見
知
り

に
な
る
た
め
か
犯
罪
も
少
な
い
と

聞
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら

も
地
域
の
人

と
と
も
に
、

あ
い
さ
つ
が

あ
ふ
れ
る
安

全･

安
心
な

環
境
づ
く
り

を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

《大宝小学校》「あいさつ」から始める安全・安心な環境づくり

灰塚山の巨木伝説

　

栗
東
市
下
戸
山
を
流
れ
る
金
勝
川

と
名
神
高
速
道
路
が
交
わ
る
脇
に

「
灰
塚
山
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
山
に
は
伝
説
が
あ
り
、
大
き

な
栗
の
木
を
燃
や
し
た
灰
が
積
も

り
、
山
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
栗
の
木
の
伝
説
か
ら
旧
近

江
栗
太
郡
（
現
栗
東
市
、
草
津
市
お

よ
び
大
津
市
と
守
山
市
の
一
部
）
の

名
の
由
来
に
も
な
っ
て
お
り
、
過
去

の
書
物
を
調
べ
て
み
る
と
、
い
ろ
い

ろ
と
面
白
い
話
が
出
て
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
木
の
大
き
さ
が
途
方
も
な

く
大
き
く
、
平
安
時
代
末
期
の
「
今

昔
物
語
集
」
で
は
、
近
江
栗
太
郡
に

柞は
は
そ

注
の
巨
木
が
あ
り
、
そ
の
幹
の

太
さ
は
五
百
人
が
両
手
を
伸
ば
し
て

輪
に
な
る
と
、
や
っ
と
抱
え
ら
れ
る

ほ
ど
で
、
木
の
陰
も
大
き
く
、
朝
日

は
丹
波
の
国
に
影
を
差
し
、
夕
方
に

は
伊
勢
の
国
に
影
が
差
す
ほ
ど
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
大
き
な
影
の
影
響
か

ら
志
賀
・
栗
太
・
甲
賀
三
群
の
百
姓

は
田
畑
が
作
れ
ず
、
天
皇
に
申
し
出

た
と
こ
ろ
、
天
皇
の
遣
い
に
よ
っ
て

木
は
切
り
倒
さ
れ
、
田
畑
を
作
る
こ

と
が
で
き
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
今
昔
物
語
集
」
で
は
灰
塚
山
の

こ
と
ま
で
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

こ
の
伝
説
が
記
載
さ
れ
て
い
る
書
物

は
複
数
あ
り
、
少
し
ず
つ
物
語
に
も

違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

室
町
時
代
の
「
三
国
伝
記
」
で
は

柞
の
木
か
ら
栗
の
木
に
変
わ
っ
て
お

り
、
切
り
倒
す
際
に
切
り
込
み
を
入

れ
て
も
、
巨
木
が
樹
の
王
で
あ
る
た

め
、
草
木
が
夜
の
う
ち
に
傷
口
を
治

し
て
し
ま
い
、
な
か
な
か
切
れ
ず
、

最
後
に
は
燃
や
し
た
と
あ
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
の
「
東
海
道
名
所

図
会
」
で
も
目
川
と
梅
木
（
今
の
六

地
蔵
あ
た
り
）
の
間
に
、
同
様
の
栗

の
大
木
が
あ
っ
た
と
書
か
れ
て
お

り
、
耕
作
の
妨
げ
と
な
る
の
で
、
焼

き
払
っ
た
こ
と
で
灰
塚
が
で
き
た
と

書
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
物
語
は
あ
く
ま
で
伝
説
で
す

が
、
こ
の
地
域
を
開
拓
し
た
時
代
を

伝
え
て
い
る
も
の
と
も
さ
れ
て
お

り
、
地
名
か
ら
歴
史
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

注
柞
は
コ
ナ
ラ
の
古
名
と
言
わ
れ
る

問商工観光労政課

　☎ 551-0236　　ＦＡＸ 551-0148

150

灰塚山

山の前には灰塚橋があり、交差
点の名称にもなっています。



上手い！たくみな技術
美味い！みごとな料理
旨い！！くらしの知恵
馬！！！栗東といえば
など、まちの「うますぎ！」を紹介します。
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うますぎる栗東大使★コラム

■近況を教えてください　
　去年の４月からアメリカのボ
ルチモアという町に拠点を移し、
日々練習に励んでいます。前回の
パラリンピックチャンピオンを育

てたコーチの指導を受けながら、充実したトレー
ニングを行っています。
　こちらに来てもっとも強く感じていることは、
日本人とアメリカ人とではそもそもの体の作りが
大きく違うということです。私たちは練習前後の
ストレッチやケアをしっかり行います。これらを
怠ると、けがや不調につながるからです。一方、
彼らはそこまで細かくは行いません。持って生ま
れた体が強いため、そこまでする必要がないので
す。どちらが速く泳げるかは、戦ってみないと分

問秘書広報課 広報・広聴係
　☎551-0641　ＦＡＸ553-1280

東京パラリンピック出場に向けて
（競泳選手 木村敬一さん）

かりません。ですが、どちらの体が強いかは、最
初から決まっています。日本人が勤勉だからケア
を行うのではなく、そうでもしないと勝てないか
らやるのです。
■次のレースへの意気込みを
　９月９日からはイギリスのロンドンで世界選手
権があります。ここで金メダルを獲得すると、パ
ラリンピックの出場が内定します。残された時間
は少なくなってきていますが、今はこれを目標に
やるべきことを着実にこなして、最高の状態で本
番を迎えたいと思います。

▲ 5 月のパラ・ワールドシリーズシンガポール大会

今月のうますぎ★ブランド の文化財が安置されています。
　７月 20 日から 11 月 30 日まで「森とのふれ
あいスタンプラリー（近江湖南アルプス自然休養
林管理運営協議会主催）」が実施されます。スタ
ンプを集めて応募すると、抽選で栗東市や大津市
桐生の特産品セットなどが当たります。
　スタンプラリーの台紙は、大津市からの入山口
となる一

い ち じ ょ う や

丈野駐車場、栗東市からの入山口となる
横ヶ峯展望所（馬

ば と う か ん の ん ど う

頭観音堂前駐車場）の他、商工
観光労政課や手原駅２階の観光案内所などで配布
しています。ぜひ、金勝山ハイキングに行かれて
みてはいかがでしょうか？

　　　　
　　

　金
こ ん ぜ や ま

勝山は当市南部に位置し、鶏
け い か ん ざ ん

冠山、龍
りゅうおうざん

王山、
金
こんしょうざん

勝山、阿
あ ぼ し ざ ん

星山を総称した呼び名です。
　コースには、耳岩、天狗岩などの珍しい形の岩
や「狛

こ ま さ か ま が い ぶ つ

坂磨崖仏」、「茶
ちゃわかし

沸観音」などの石仏があり
ます。また、金

こ ん し ょ う じ

勝寺には、現存する物では日本最古、
最大と言われている「木造軍

ぐ ん だ り

荼利明王立像」など

問スタンプラリー
　近江湖南アルプス自然休養林管理運営協議会
　スタンプラリー担当　桐生観光協会株式会社
　☎080-8514-1500　
問ハイキングコース
　商工観光労政課　☎ 551-0236

金
こ ん ぜ や ま

勝山ハイキングコース

天狗岩
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市
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

７月１日（市役所）
　大阪ガス株式会社の社員やOBがボラン
ティア活動として取り組まれている「小さ
な灯

ともしび

運動」の一環として市内３中学校に音
楽肖像画集、国語辞典、タイマーを寄贈い
ただきました。子どもたちの教育のため、
有効に活用させていただきます。

犯
罪
や
非
行
の
な
い
ま
ち
に

７月１日（市役所）
　第 69 回「社会を明るくする運動」内閣
総理大臣メッセージ伝達式が行われました。

「社会を明るくする運動」は、犯罪や非行の
ない安全で安心な地域社会を築こうとする
運動。栗東市 BBS 会の玉田遼河さんがメッ
セージを読み、市長に手渡しました。

７月６日（さきら）
　中学生広場「私の思い2019」栗東市大
会を開催しました。12人の中学生が未来へ
の夢や希望、自分の思いなどをステージ上
で発表し、くりちゃんも応援に駆けつけま
した。中学生の熱い思いに、来場者から盛
大な拍手が送られました。

６月 12日（葉山小学校）
　大地震などの災害発生時を想定し
て、子どもを保護者へ引き渡す「児
童引き渡し訓練」が行われました。
児童は、各学級で防災学習を行った
後、運動場へ避難し、保護者の迎え
を待ちました。下校時、「防災ビンゴ
カード」を使って親子で通学路の危
険箇所を点検し、防災意識を高める
機会となりました。

災害に備えて
児童引き渡し訓練

中
学
生
の
熱
い
思
い

障
が
い
児·

者
が
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流

６月15日（市民体育館）
　「第36回栗東市心身障がい児・者レクリ
エーション・スポーツ大会」が開催。玉入れ
や綱引き、総おどりなど参加者は楽しみなが
ら交流しました。龍谷大学のフライングディ
スクサークルや「座☆ポップコーンS」のダ
ンスで会場を盛り上げました。
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フ
ォ
ト

ニ
ュ
ー
ス

７月11日（ひだまりの家）
 市内の子育て関連施設による協働で、0歳児の親子を対象

にした子育てイベント「にこにこ広場」を開催しました。手
作りおもちゃ、ふれあい遊び、身体測定コーナーや離乳食の
相談もあり、集まった38組の親子が交流しながら、楽しいひ
とときを過ごしました。

０歳児親子が楽しくふれあう

６月12日（金勝小学校）
　金勝小学校で音楽会が開催され、
児童が学年ごとに歌や楽器を演奏し、
2年生は斉唱「夢をかなえてドラえも
ん」、合奏「川はよんでる」などの３
曲を元気いっぱい披露しました。
　スペシャルゲストとして、コミセン
金勝で活動している歌声喫茶の皆さん
が、昔の金勝小学校校歌「金勝尋常小
学校行進曲」を披露し、例年と一味違
った音楽会になりました。

6月22日（こんぜ桃源郷）
 2014年、(公社)栗東青年会議所主催の

「みんなで育む おもいやりの心～みんなで作
ろう おもいやりvillage ～」で、子どもたち
が５年後の自分へ手紙を綴り、タイムカプセ
ルを埋めました。今回、その手紙を届けるた
め、当時の参加者たちが集まり、未来への思
いが詰まった手紙を掘り起こしました。

子どもたちが
歌や演奏を発表

未来への手紙を
子どもたちに届けよう
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★輝く栗東人

大西 伶
れ い

奈
な

さん（30 歳・小野）
　石山高等学校音楽科卒業。東京音楽大学卒
業。東京音楽大学大学院科目履修生修了。第
23回京都フランス音楽アカデミー奨学生とし
て留学し、パリ・エコールノルマル音楽院で
学ぶ。高等演奏家ディプロムを取得。2009年
度平和堂財団芸術奨励賞受賞。他多数受賞。
2014年小澤征爾音楽塾に参加。
　現在、ハープ奏者として国内外でソロ、アン
サンブル、オーケストラなどのコンサート以外
にも、地元の幼稚園や福祉施設などで演奏活動
を行う。

■
ハ
ー
プ
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

母
が
ピ
ア
ノ
の
講
師
で
、
3
歳
か
ら

ピ
ア
ノ
を
始
め
ま
し
た
。
幼
稚
園
の
こ

ろ
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
コ
ン

サ
ー
ト
で
ハ
ー
プ
の
美
し
い
音
色
に
魅

了
さ
れ
、「
ハ
ー
プ
が
や
り
た
い
」
と

両
親
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
小
学
2
年

生
に
な
っ
て
、
念
願
叶
い
、
ア
イ
リ
ッ

シ
ュ
ハ
ー
プ
を
習
う
た
め
週
に
一
度
、

京
都
ま
で
通
い
ま
し
た
。

本
格
的
に
ハ
ー
プ
の
道
に
進
も
う

と
決
意
し
た
の
は
中
学
3
年
生
の
時
で

す
。
姉
が
ピ
ア
ニ
ス
ト
へ
の
道
を
歩
ん

で
い
た
の
で
、
ピ
ア
ノ
か
ハ
ー
プ
か
迷

い
ま
し
た
が
、
他
の
楽
器
の
音
色
や
響

き
を
聴
き
な
が
ら
、
音
楽
を
作
り
あ
げ

て
い
く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
で
演
奏
す
る
機
会
が
多
い

ハ
ー
プ
を
選
び
ま
し
た
。
そ
の
タ
イ
ミ

ハープの可能性を追い求め、その魅力を奏でる

ン
グ
で
、
小
柄
な
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー

プ
か
ら
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
使
わ
れ
る
グ

ラ
ン
ド
ハ
ー
プ
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。

　
■
現
在
ま
で
の
道
の
り
は
？

高
校
は
ハ
ー
プ
科
が
な
く
、
ピ
ア
ノ

科
に
在
籍
し
て
い
た
の
で
、
ハ
ー
プ
を

習
い
に
月
に
一
度
、
授
業
が
終
わ
る
と

新
幹
線
で
東
京
に
向
か
い
、
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
た
ら
、
深
夜
バ
ス
で
帰
り
、
次

の
日
、
そ
の
ま
ま
学
校
へ
通
学
し
て
い

ま
し
た
。

大
学
進
学
後
は
、
グ
ラ
ン
ド
ハ
ー
プ

の
練
習
に
没
頭
す
る
日
々
で
し
た
。
大

学
院
卒
業
後
、
フ
ラ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
奨

学
生
と
し
て
留
学
し
、
2
年
目
は
平
和

堂
財
団
海
外
留
学
奨
学
生
と
し
て
、
プ
ロ

の
音
楽
家
を
目
指
す
人
た
ち
の
中
で
良

い
刺
激
を
受
け
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

■
今
後
の
夢
は
？

　
ピ
ア
ノ
や
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
な
ど
に

比
べ
、
ハ
ー
プ
は
な
じ
み
の
少
な
い

楽
器
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
ハ
ー

プ
は
優
雅
さ
だ
け
で
は
な
く
、
素
朴

で
心
に
響
き
癒
さ
れ
る
音
色
が
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
そ
ん
な
良
い
と

こ
ろ
を
お
伝
え
し
、
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
ハ
ー
プ
に
は
新
し
い
可
能

性
が
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
楽
器
の

胴
を
叩
い
て
打
楽
器
的
な
音
、
琴
に

近
い
音
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ
で

は
懐
メ
ロ
を
演
奏
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
思
い
も
よ
ら
な
い
楽
器
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
よ
っ

て
、
ハ
ー
プ
の
魅
力
を
引
き
出
せ
る

よ
う
こ
れ
か
ら
も
挑
戦
し
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
西
さ
ん
は
10
月
14
日
㈷
、
栗
東
歴
史

民
俗
博
物
館
の
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト
に
出

演
予
定
で
す
！


